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研究要旨 

インターネットを用いた遠隔医療教育を通じて脳卒中診療の質を均てん化することを目的とし

て、まずは国内外の施設と様々なプログラムの遠隔医療教育を行った。計 166 回の遠隔医療教

育と本研究の班会議を開催し、鹿児島大学を含めた全ての施設について、ディスカッションを行

うのに十分な質の映像と音声が確保できることを実証した。 

 

Ａ．研究目的 

インターネットを用いた遠隔医療教育により、

医療の質の均てん化を図る。 

 

Ｂ．研究方法 

脳卒中に限らず、様々なプログラムについてイ

ンターネットを用いた遠隔医療教育・研究を行

った。また、本研究の班会議では九州大学病

院と研究分担者が所属する施設をインターネ

ットで接続し、その映像・音声の質を確認した。

さらには、本研究の実証実験の対象となる鹿

児島大学との接続について、ディスカッション

のための十分な映像と音声の質が確保できる

かを検討した。 

（倫理面への配慮） 

通信は厚労省が定めるセキュリティー基準で

ある TLS1.2 に準拠し、遠隔での口頭・発表資

料においては患者の個人情報を一切提示し

ないよう、発表者や参加者へ周知した。 

 

Ｃ．研究結果 

令和元年度は国内外の施設を接続し、計 166

回の遠隔医療教育・研究を行った。8 月には

九州大学病院と九州工業大学の戸畑キャンパ

ス、若松キャンパス、国立循環器病研究センタ

ー、フランス・リヨンの医師滞在先を接続して班

会議を開催し、映像・音声に問題がないことを

確認した。本研究とは別のプログラムではある

が、九州大学と鹿児島大学との接続も計 6回

行い、ディスカッションに十分な質の映像と音

声が確保できることを実証した。 

 

Ｄ．考察 

遠隔会議システムを用いた遠隔医療教育を多

数開催し、また班会議では国内外の施設を接

続し、インターネット回線を用いて高品質の映

像と音声でディスカッションが行えることを実証

した。鹿児島大学との遠隔医療教育も問題な

く開催できることを確認し、来年度の脳卒中診

療の質の均てん化を目指した実証研究へ向け

て準備は整ったと考える。 

 

Ｅ．結論 

国内における脳卒中診療の質の均てん化を

目的とした本研究を遂行するための遠隔医療

教育の素地が出来上がったと考える。 
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Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

別紙参照 

２．学会発表 

Moriyama T，Han HS，Kudo K，Sadakari Y，

Moriyama T，Nakashima N，Nakamura M，

Shimizu S. Role of international tele-

education with live surgery for pre-clinical 

medical students. Asia Pacific Advanced 

Network meeting 48, 2019. 

工藤孔梨子, 森山智彦, 上田真太郎, 富松

俊太, 清水周次．アジア発展途上国を対象と

した遠隔医療技術研修の実施と評価．第 23

回日本遠隔医療学会, 2019 

 

富松俊太, 工藤孔梨子, 上田真太郎, 森山

智彦, 平井康之, 清水周次．技術環境の指標

作成を目的とした国際間の医療教育における

遠隔会議の機材構成分類．第 23 回日本遠隔

医療学会, 2019 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定も含む） 

１，特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


